

































で，今日の本題。真狩村という人口 2000 人ぐらいの村に，17 年前にマッカリーナとい
うオーベルジュを作りました。ランチで 3300 円から，ディナーで 7700 円。宿泊一人 2万



























































































































































































































年間来客数 1万人，客単価 1万円という数字をオープン以来 17 年間維持しつづけ，
3年前には「ミシュランの一ツ星」まで獲得したこのオーベルジュは，村により建設
され村と料理人による第 3セクターで経営されている，歴とした公共施設なのである。
ランチ 3千円以上，ディナー 9千円以上，一泊二食付宿泊代はお一人さま 2万 5千
円，公営レストランとしては例を見ない程強気な価格設定での運営が現在も継続され
ている。
・
「エゾ富士」と呼ばれる羊蹄山麓に拡がる真狩村は，札幌から車で 2時間半，ＪＲ
も国道も通っていない人口 2千人あまり，高齢化率 30％を超えた小さな純農村である。
では何故，こんな小さな村が活性化のためとはいえ，特定客相手の高価なオーベル
ジュを必要とし，それが何故一度の赤字も出さずに運営されつづけているのか？それ
にはいったいどんな理由と仕組みがあるのか？
・
当時も今も小さな地域自治体は二つの危機に直面している。ひとつは人口減と高齢
化による「限界集落化」の現実であり，もうひとつは「地域経済の衰退と自治体財政
破綻」の危機である。それは「地域経済破綻」の危機というより，まさに「地域消滅」
の危機なのである。
こうした現実に対して最近もまた「地域創生」なる掛け声が声高に揚げられている
が，その方向や方法論は地域まかせが実状，「いったい，何をどうすればいいのか？」
・
地域の生活維持のためには読んで字の如く二つの「イキる」が必要不可欠である。
ひとつは「生」きていくための現状を踏まえた安心・安全に係わる基本的基盤の確保
であり，もうひとつは「活き活き」とした自己実現が達成できる環境と活動の場の確
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保である。
しかし北海道の自治体においてモデル的に実施されているのは行政コスト削減に併
う行政提供サービスの外部化という，ある意味手前勝手な対処療法にすぎず，地域経
済崩壊の本質的歯止めには程遠いのである。
・
地域が「活きる」ために最も必要なのは，「外貨獲得」を実現する「地域ビジネス
創出とその方法論」である。しかし地域ビジネスの創出起業や持続的経営には，地域
資源を抽出し，優位性市場を見極める力と自己技術把握力が不可欠であり，そうした
能力を有する人材確保・育成が最大の課題となってくる。実をいうと，このあたりが
従来の行政的発想やマネジメント法では決定的に難しいのである。
・
「行政や従来の発想法に現場を合わせるのではなく，現場の発想法にルールを合わ
せる！」，「共同の不幸や貧困の平等から公平な差別へ」など，本発表ではマッカリー
ナの実例やそれに続くいくつかの例から，制度と立場の固執を越えた「地域型社会的
企業」創出の方法論をさぐってみる。
